
岩手県（都道府県）

３実施方法について

実施方法 委託（キャリアバンク株式会社、被保護者と一体的実施）
●契約方式（単年・企画コンペ・随意契約）

事業費 11,016千円（平成30年度、生活困窮者：5,508千円、被保護
者：5,508千円）

理由
（委託）

○他県での安定した実績があり、研修をとおし社内教育体制
も充実しており、より質の高い就労準備支援に繋がることが
期待できたため。

事業概要 ●就労準備支援事業担当者3人（うちキャリアコンサルタン
ト（国家資格）2名）及び人員増に対応のためフォロー人員1
名と外部講師（管理栄養士・精神保健福祉士）の体制で実施。
●外部講師には管理栄養士による「食生活セミナー・相談
会」、精神保健福祉士による「メンタルセミナー・相談会」
を年１回程度開催し、日常生活自立にむけた支援を実施。
●支援地域が郡部のため通所ではなく自宅へのアウトリーチ
による支援もしくは、近隣の町村役場・公民館等へ出向いて
の支援を実施。
●オーダーメイド型支援を実施し、一人ひとり異なる支援プ
ログラムを作成。

その他
特記事項

交通が不便なことが多いため、ハローワーク・職場見学・面
接などへの送迎も実施し機会創出に努めている。
協力事業所へは頻繁に訪問し、情報共有を行っている。また、
事業者からの支援対象者対応への困りごとにも積極的に対処
し解決にむけて協力体制をとっている。

４事業実績（H30年度）

５事業実施のポイント ～利用者像に応じたオーダーメイド型支援を実施～

１県の概要（管内） ２支援状況調査（H30年度）

人口

保護率

人

％

216,139

0.91

６取り組んで良かったこと

定着支援の際にも、事業所担当者とも連絡がとることができ、対
象者の就労後の状況・状態について客観的に把握することができた。

食生活セミナー・相談会

新規相談受付件数人口１０万人当た
り(件）

プラン作成件数人口１０万人当たり
(件）

22.6

7.1

一月当たり

一月当たり

就労準備支援事業

就労・増収率(％）

就労支援対象者数人口１０万人当た
り(件） 一月当たり 2.4

95.2

・自分では上手く相手に伝えられないことを言ってくれて、辞めなくてすんだ。
・（職場の人を知っているので）職場のことを相談しやすい。
・短期アルバイトに入ったが、今も続けることができている

利用者とその家族の声

※協力事業所数８か所

就労準備実績 利用者 就職者 福祉就労へ
のつなぎ

就労支援へ
のつなぎ

生活困窮者 15人 10人 1人 10人

被保護者 9人 1人 0人 4人

作業風景 企業見学 パソコン練習

メンタルセミナー・相談会

企業見学

パソコン練習

・料理をした事が無い方へは一緒にクッキングを実施
・外部講師による食生活改善への助言

・外部講師によるセミナー・相談の実施
・専門家からのフィードバックにより個別支援体制を構築

・個別に本人の希望に応じて見学先を開拓して実施。
・見学前に見学時ﾏﾅｰｾﾐﾅｰを実施、また見学後に振り返りを実施

・本人のレベルに合わせて個別に練習を実施。
・HWの職業訓練担当とも連携し、本人の意向を大切にし
つつ職業訓練へもスムーズに行ける様に支援を実施。


